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Ａ

　　　　　　　　　　　　※評価基準

　　　　　　　　　　　　Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった。
　　　　　　　　　　　　Ｂ：一定の研究成果があった。
　　　　　　　　　　　　Ｃ：研究成果があったとは言い難い。

「流域計画・流域管理課題分野」（平成30年度採択）

事後評価結果

＜研究概要＞

 最終年度である本年度は， 前年度までの分析から得られた知見と，令和2 年7 月
豪雨の被災状況の調査結果に基づいて，要配慮者施設の水害対策の立案支援の具体
的提案を行った．避難確保計画の策定も関わらず人的被害が発生したという教訓も
踏まえ，実効性を高めるために何が必要か，そのためにどのようなサポートを行う
べきかについても検討している．さらには，避難後の医療，介護等の活動の継続も
視野に入れた検討を行った．

＜事後評価指摘事項＞

Ａ評価のためコメントなし


